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NY-198の 呼吸器感染症に対する臨床的検討
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ニューキノロン系抗菌剤NY-198を 急性 あるいは慢性呼吸器感染症20例(急 性上気道炎3例,急 性

気管支 炎2例 肺 炎3例,気 管支喘息の感染増悪2例,間 質性肺炎の感染増悪2例,肺 気腫 の感染増

悪2例,慢 性下気道感染症 の急性増悪6例)に 単独使用 し,著 効3例,有 効11例,や や有効1例,無

効4例,除 外1例 の成績 を得,有 効率(著 効+有 効)は73.7%で あ った。

1日 投与量は15例 が1回200mg,1日3回 であ り,1回200mg,1日4回 が1例,1回100mg,1日3

回が4例 であった。

副作用は2例 に(悪 心お よび発疹1例,発 疹お よび関節痛1例)認 め られた。 また,臨 床検査値の

異常 は,好 酸球 の増多お よび総 ビリル ピン値 の軽度 上昇 を各1例 に認めた。

以上の ことより,本 剤 は,中 等症以下の急性 あ るいは慢 性の呼吸器感 染症治療 に有効であ り,注 意

深 く投与すれば有用 な抗 菌剤 と思 われ る。

北陸製薬で開発 された新 しい ピリドンカルボ ン酸系合

成抗菌剤NY-198はFig.1に 示 した化学構造式で,7位

に3-メ チル ピペラジノ基 を有する。本剤 は殺菌的に作用

し,嫌 気性菌 を含むグ ラム陽性菌,グ ラム陰性 菌に対 し

て広範囲の抗菌スペク トラム と強 い抗 菌活性 を示 し,種

々の薬剤耐性菌に対 して も優れた抗菌活性 を有 する。各

種マ ウス実験的感染症 に対 し,同 系薬剤 に比 し優れた感

染防御効果 を示す,な どの特徴 を有す るとされている。

経 口投与 による吸収は良好で,血 中濃度は用量依存性

に上昇 し,そ の半減期は6-8時 間 と長 く,約80%は 未

変化体で48時 間以内に尿 中に排泄 され,連 続投与 にて も

蓄積性はな く,そ の安全性は高いとされている。
Fig.1. Chemical structure of NY-198
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今回私共は20例 の呼吸器感染症 に本剤 を使用 する機会

を得たので,そ の成績 を報告す る。

1 対象 および方法

各種細菌による上,下 気道 の感染症の疑 われ た入院患

者8例 お よび外 来 患 者12例 の 計20例 を対 象 と した

(Table 1)。対象患者は全例成 人で,年 齢 は28歳 か ら85

歳まで(平 均57.3歳),男 性14例,女 性6例 であ る。

初診時か ら重篤で予後 の判定の 困難 な症例,重 篤 な肝

機能,腎 機能障害 を有 す る例 な どは除外 した。

対象 となった感染症 は急性上気道 炎3例,急 性気管支

炎2例,肺 炎3例 気管支喘 息の感染増悪2例,間 質性

肺炎の感染増悪2例,肺 気腫 の感染増悪2例,慢 性気道

感染症の急性増悪6例 である。投与量,投 与方法 は1回

100mgを1日3回,計300mgの4例,1回200mgを1日4

回,計800mgの1例 を除 き,15例 では1回200mgを1日3

回,計600mgで あ り,投 与 日数は,5日 以内4例,10日 以

内6例,15日 以内9例 で,緑 膿菌感染 の1例 は21日 間投

与した。なお,外 来 患者の臨床経過 は 日記 を参照 した。

II 成 績

効果判定は本剤投与前後の胸部X線 経 過,臨 床症 状,

臨床検査値,喀 痰の細菌学的効果 な どの推移 を もとに主

治医が総合判定 し,著 効,有 効,や や有効,無 効の4段

階で判定 し,除 外,脱 落例 は不 明 とした。 また,細 菌学

的効果は陰性化,減 少,不 変,菌 交代 の4段 階 で判定 し,

検査の未施行例 は不 明 とした(Table 1)。

1) 臨床効果

投与開始2日 目の夕 より,悪 心,嘔 吐,発 疹の 出現の

ため,投 与 を中止 した不 明の1例(No.11)を 除 く19例

中,著 効3例 有効11例,や や有効1例,無 効4例 であ

り,有効率は73.7%で あった。

2) 細菌学的効果

投与前の喀痰の細 菌髄 にて起炎菌の判明 した症例 は,

未施行の4例 常在菌のみの6例 を除 く10例 で,起 炎菌

としてはHaemophilus influenzae 3例,Klebsiella

pneumoniae 2例,Klebsiella spp.1例,Pseudomonams

aeruginosa 2例,H.influenzae+Stapylococcus aur-

eusお よびProteus mimbilis+S.aureusの 混合感染 各

1例 である。なおStreptococcus viridansは 病原性 は

弱 く常在菌 とした。治療終 了時の喀痰検査 は未 施行例 が

多 く,細 菌学的効果の不明が10例 と多 いが,常 在 菌例 を

含め,消 失4例,減 少1例,不 変5例 であ った。

3) 副作用,臨 床検査値の異常(Table 2)

副作用は2例(No.1117)に 見 られた。No.11は43歳

の女性で,気 管支喘息にて治療中,気 道感染に伴 う発作

の悪化 のため入院 本剤投与2日 目の夕 よ り悪心,嘔 吐

また同夜 より上肢 などに発疹 も出現 し,本 剤 を中止 した。

症状 は中止後2日 目に改善 した。No.17は61歳 の女性 で,

気管支拡張症 にて入院中,微 熱,咳 嗽 と膿性痰 の増悪 を

きた し,本 剤投与3日 目より手足 を除 く全 身の発疹 が出

現 また5日 目よ り四肢 お よび肩関節痛 も出現 したため

6日 目に中止 した。 この間に,諸 症状の改善 を得 たが,

副作用の改善は投与中止後5日 を要 した。

本剤投与後の臨床検査値 の異常 は,No。5で 好 酸球 増

多を,No.14で 軽度の総 ビ リル ビン値 の上昇 を認めた。前

者 は投与終了後 間 もな く正常化 した。後者は追跡不能の

ため,本 剤 との関連 は不 明で ある。副作用,臨 床検 査値

の異常 とも10.0%(2/20)に 見 られた。

以下 に,若 干 の症例 を提示す る。

症 例No.5男 性,34歳 急性気 管支 炎

肺結核 にて外来治療二中,咽頭痛,咳 噺,膿 性痰,微 熱

が出現 した。WBC14300,核 左方移動(+),CRPO.7,

喀痰 培季 にてKpneumoniae(+)で あった。本剤 を1

回100mg,1日3回 投与 した。本剤投与10日 後の受診時 に

は症状 は軽快 し,諸 検査値 も正常化 し,喀 痰培養 も常在

菌のみであ り,著 効 と判定 した。

症例No.16女 性,59歳 気管支拡 張症

気管支拡張症 にて治療中,発 熱,膿 性痰 の増加,喀 痰

喀出困難が 出現 した。WBC13400,核 左 方移動(+),

CRP(+)で あった。本剤 を1回200mg,1日3回 投与 し

た。投与後2日 目には解 熱 し,6日 目には喀痰 は粘性痰

とな り,痰 量 も減少 した。8日 目の血液検査で は白血球

数,分 画 とも正常化 した。喀痰培養 は常在菌のみで あっ

たが,臨 床効果は著 効 とした。

症例No.8男 性,79歳 肺 炎

硬化性肺結核,慢 性気管支 炎にて経過観察 中,湿 性咳

漱,微 熱が 出現ofloxacin(OFLX)600mg投 与す る も

軽快せず,10日 後 より本剤1回200mg,1日3回 投与 を開

始 した。本剤の投与開始時 には胸部X線 上,左下肺野 に

浸潤影 を認め,体 温は38.0℃ であ り,WBC10800,好 中

球増多,CRPO.51,ESR80m/hで あった。投与後,

4日 後 には解熱 し,3日 以後 には咳 嗽,喀 痰 とも軽減 し,

14日 後 には胸部X線 も軽快 したため,有 効 と判定 した。

症例No.18男 性,62歳 気管支拡 張症

気管支拡 張症 にて治療 中,咳 嗽,喀 痰の悪化,発 熱が

1週 間持続。胸部X線 上,陰 影の増大 を認め,本 剤 を1

回200mg,1日3回 投与 した。治療 前の喀痰培養 はKleb-

siellaspp.(++)で あ り,お もな検査 値はWBC11100,

CRP(+),ESR62m/hで あった。14日 間本剤 を投与 し

たが,発 熱,咳 嗽,喀 痰 などの 自他覚所見の改善が得 ら

れず,無 効 とした。本剤投与後 も喀痰培養 はKlebsielh

が持続 し,当 初(柵)で あったOFLXに 対す る感受性 は
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Table 2. Laboratory findings Before(B) and After(A) NY-198 therapy

* Abnormal findings
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(++)に低下 していた。その後,ST合 剤の投 与に より軽

快 した。

III 考 按

NY-198は,近 年広範 に使用 されてい るニューキノ ロ

ン系の新 しい抗 菌剤で,1)嫌 気 性菌 を含む グ ラム 陽性

菌,グ ラム陰性菌 に対 して殺菌的に作用 し,広 範囲 な抗

菌スペク トラム と強 い抗菌活性 を示す,2)種 々の薬剤耐

性 菌 に対 して も優 れ た抗 菌 力 を有 す る,3)本 剤 のin

vitro抗 菌力はnorfloxacin(NFLX)やOFLXと ほぼ

同等であ る,4)特 に,実 験的マ ウス感染症 での感染 防御

効果 は同系統の薬剤 と比較 して優れ てい るな どの特徴 を

有す るとされてい る1)。

本剤の体 内動態1)では,1)経 口投 与後の吸収 は良好 で

血 中濃度 は用量依存 的 に増加す る,2)血 中半減期 は約

6-8時 間で長 い,3)各 組織 への移行 は良好であ る,4)

48時 間以 内に,未 変化体の まま尿中に排泄 さ礼 蓄積性

は認 め られない,な ど安全性 も高い とされている。

この ような特徴 を有す る本剤の新薬シ ンポジウムの報

告1)によると,各 種 の呼吸器感染症 に対 す る疾 患別有効

率では,扁 桃 炎,咽 喉頭 炎51/57(89.5%),急 性気管

支 炎70/80(87.5%),慢 性 気 管 支 炎68/91(74.7

%》,気 管支拡張症の感染70/102(68.6%),慢 性 呼吸

器感染症の二次感染84/107(78.5%),肺 炎,肺 化膿症

61/75(81。3%)等 であ り,呼 吸器感染症全体 では409/

518(79.0%)の 有効率であった。私共の症例では,副 作

用のため脱落 した効果判 定不 明の1例(No.11>を 除 く19

例 中,著 効3例,有 効11例 で有効率 は73.7%で あ り,ほ

ぼ全 国の集計成績 と同様で あった。

なお,内 科系感染症の起炎菌別 臨床効果 お よび除菌効

果 は 各 々,S.amus43/46(93.5%),35/41(85.4

%),Streptococcus pneumniae 24/28(85.7%)921/

27(77.8%)な どグラム陽性 菌全体 で81/92(88.0%),

64/79(81.0%),一 方,H.influenzae 67/77(87.0

%),69/75(92.0%),Escherichia coli 25/29(86.2

%),27/29(93.1%),Kpneumoniae 15/17(88.2

%),14/15(93.3%),P.aemginosa 31/62(50.0%),

17/54(31.5%)な どグラム陰 性菌全体で157/213(73.7

%),148/198(74.7%)と 報告 されてい る。今回の私共

の症例で は,本 剤投与後 の細菌検査が行なわれた症例が

少な く比較検討 は出来ないが,起 炎菌 と思われ るものの

内,ゐ 乙influenzaeは 消失2例,不 明2例,Khbsielhは

消失1例,不 変1例,不 明1例 な どである。

本剤 の副作用 は全国集計で2546例 中,め まい,ふ らっ

き感な どの中枢神経症状 は22例(0.86%),発 疹 などのア

レル ギー症状 は8例(0.31%),胃 部不快感な どの消化器

症状 は46例(1.81%)な ど合計88例(3.46%)に 認めら

れている。一方,臨 床検査値の異常は90例(3.53%)に

み られ。GOT,GPT,A1-Pな どの肝機能障害が主なも

ので,好 酸球増多は11例 に認め られている。私共の症例

では,副 作用が2例(10.0%)に,臨 床検査値異常が2

例(10.0%)に 認め られそれ らの発現 率がかな り高かっ

た。特に副作用 の1例 の発疹は重篤であったが薬剤 を中

止 して次第に改善 した。以上の ように有効率においては

まず まずの成績であ り,安 全性の面 で注意深 く投与さえ

すれば十分外来通院の軽症,中 等症 患者 用の薬剤 として

有用性が ある もの と考え られた。

文 献

1) 第35回 日本化学療法学会総会, 新薬 シンポジウム

(3), NY-198。 盛岡, 1987



VOL.36 S-2 CHEMOTHERAPY 657

NY-198 IN THE TREATMENT OF RESPIRATORY INFECTIONS
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NY-198, a new orally active new-quinolone, was applied in the treatment of 20 patients with respiratory
infections.

The drug was administered orally, mostly at 600mg/day, divided into three doses for 4-21 days.
The response was: excellent 3, good 11, fair 1, ineffective 4 and unevaluable 1.
Side-effects were observed in 2 cases (eruption and nausea 1, and eruption and polyarthralgia 1), and

eosinophilia and slight elevation of total bilirubin in serum were observed in onecase each.
We found this drug to be useful for the treatment of mild and moderate respiratory tract infections.


